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秩父地域に於ける２０２５年以降の医療提供体制について 
 

日本は、未曾有の超高齢化社会を迎えようとしています。２０２５年には、団塊の世代が後期高齢者にな

り、医療介護の需要が急増します。今から対策が迫られています。昨今の社会保障費の伸びは著しく、医療

費も毎年１兆円規模で増えています。人口は、毎年１００万人も減少していきます。生産年齢人口の減少は

著しく、大幅な改革が求められています。      

国から、医療に関して持続可能な制度を目指した改革が示されました。 

大きな柱は、 

① 地域包括ケアの推進 

② 地域医療構想 

③ 国保を都道府県単位とすること 

です。 

今回は、②の地域医療構想についてご説明したいと思います。 

地域医療構想の意図は、“医療の供給体制”に大きな変更を迫っていることです。 

すなわち、 

① 病床を削減すること（諸外国と比べても多過ぎるとされる） 

② 急性期病床を減らし、回復期に移し、在宅へ誘導すること 

③ 地域における病院機能の役割分担を、病棟単位で、“見える化”すること 

④ 医療資源の集中と選択で、効率化を図ること 

であります。 

増大する医療費の削減と、人口構造の変化への対応と、超高齢化による医療ケアの需要の変化増大への対

応が目的とされています。 

この構想は、県が主導し、二次医療圏単位で、2025 年におけるその地域の医療の必要度を、人口構成と

受療率から、病床機能ごとの必要病床数を算出し、その地域の病床数の目標値とするものです。 

Ｈ２７年末に、一回目の地域医療構想の専門部会が開催されました。 

そこで示された４つの機能別の目標値によると、 

① 秩父地域で必要な病床数は、600床（現在７５４床） 

② 高度急性期３１床、急性期１７４床、回復期１８１床、慢性期２１４床  

 

4 つの機能とは、 

高度急性期は、急性期の患者に対して、状態の早期安定化に向け診療密度の特に高い医療を提供する機能

で、高度な専門医療を行うような病床です。 

急性期は、急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて医療を提供する機能とされ、入院治療が必要

な患者さんに集中的な治療を行う病床です。 

回復期は、急性期の治療が済んだ患者へ、在宅復帰に向けた医療やリハビリを提供する機能です。 

慢性期は、自宅療養が困難で、長期の療養が必要な患者、重度の障害のある患者を受け入れる病床です。 

 

現状では病床機能毎に過不足が生じている状況です。今後、医療機関による自主的、主体的な取組により、

必要な医療を過不足なく提供できるよう、病床機能の配分が調整されていくことになります。 

秩父地域においても、2025 年以降の医療需要に応えられるような取り組みが始まっていることを報告し

ます。 

                                       院長 関 口 哲 夫 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      〈発行〉 国保町立小鹿野中央病院 〒３６８－０１０５ 埼玉県秩父郡小鹿野町小鹿野３００番地 

                                          電話（代表） ０４９４－７５－２３３２  FAX ０４９４－７５－３３１３ 

      〈ホームページ〉 「国保町立小鹿野中央病院」で検索、または「小鹿野町」のホームページからどうぞ。 

外来からのお知らせ 
 

休診のお知らせ 

耳鼻咽喉科：２月２２日（月）塩谷Ｄｒ 

２月２５日（木）水足Ｄｒ 

 

 変更のお知らせ 

耳鼻咽喉科：山下Ｄｒから荒木Ｄｒへ 

      荒木Ｄｒから水足Ｄｒへ 

２月から火曜日と木曜日の先生が
代わります。 

職員募集のお知らせ 

職  種：看護師（正職員） 若干名 

受験資格：有資格者 

募集期間：随 時 

提出書類：履歴書・看護師免許の写し 

試験方法：小論文・面接（随時実施） 

 

職  種：介護職員（臨時職員） 若干名 

受験資格：ヘルパー講習２級同等以上修了者 

募集期間：随 時 

提出書類：履歴書・修了証の写し 

試験方法：面接（随時実施） 

 

詳しくは、病院のホームページをご覧ください。 

職  種：作業療法士（正職員） １名 

受験資格：有資格者及び資格取得見込み者 

募集期間：２月１日（月） ～ １９日（金） 

提出書類：履歴書・有資格者は免許の写し 

     資格取得見込み者は卒業見込み証明書 

試験方法：小論文・面接 

採用予定：平成２８年４月１日 

 

職  種：医事事務職員（臨時職員） １名 

募集期間：２月１日（月） ～ １９日（金） 

提出書類：履歴書・学生の場合は卒業見込み証明書 

試験方法：面接 

採用予定：平成２８年４月１日 

【糖尿病予防教室】 

 

 病院では、「体重が増えたり・血糖値が上がったり」糖尿病の始まりかなと心配な方、糖尿病と診断された方、

家族に糖尿病の人がいる方を対象に予防教室を開催します。医師や栄養士と一緒に、自分や家族の健康のために

是非話を聞いてみませんか。町民の方でしたらどなたでも無料で参加できます。興味のある方も是非ご参加して

参考にして下さい。 

１．日 時 ２月２６日（金）午後２時～３時３０分 

２．内 容 糖尿病とは？ 医師の話 

うまい食事の食べ方 管理栄養士の話 

なぜ？運動が必要  運動指導士 等 

３．場 所 小鹿野町児童館２階（病院の隣） 

４．申込先 小鹿野町保健課 ７５－０１３５  

小鹿野中央病院 ７５－２３３２ まで 

お申し込み下さい 

 

 

 

 

病院からのお願い 

１月には、ノロウイルス感染防止のため入院患者さんへの面

会制限をお願いし、ご家族ご親戚の皆様方に大変ご不便をお掛

けしまして、申し訳ございませんでした。また、ご理解ご協力

を頂きまして有り難うございました。 

また、ノロウイルスの感染や今流行始めてきたインフルエン

ザも、これからピークになると思われます。今後も、様々な状

況を見ながら、面会制限させていただくこともあるかと思いま

す。感染予防のために、家族の方を始め皆様のご理解ご協力を

お願いいたします。 


